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　由加神社本殿は、江戸時代、麓に門前町が栄えた由加山の一角に巨石を背にして立つ小建築

です。神仏分離令までは由加大権現を祀った社殿でしたが、明治５（1872）年に由加神社となり

ました。

　本殿の内部は内陣と外陣に分けられ、航海安全の神が祀られています。また、壁や柱などの細

部に施された装飾彫刻や極彩色からは、建てられた当時の輝きとともに江戸前期の様式を伺う

ことができます。
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